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討した。解析ソフトは Mechanical Finder Ver6.2(計算力学研究センター社)
を用いて大腿骨全長 CT（1.5mm 厚）から健側と患側の 3 次元仮想大腿骨を作
成した。大腿骨頭より徐々に荷重をかけていく立位荷重条件下で骨折が引き
起こされる値を算出した。検討項目を年齢、腫瘍性病変部位、腫瘍体積、内
外側および前後方の菲薄化部骨皮質厚、Mirel’s Score とし統計解析行った。 
【結果】14 例中 8 例は健側と比較して患側 60%以下の骨強度であり（骨折高

































































































中で何度か CT を施行し,再度有限要素解析を行う必要があると考える. 
4) 椎体の有限要素解析はこれまでにもいくつかの学会報告がされている.た 
だし椎体の場合は脊椎の形態や椎間板の変性によっても骨折リスクは大
きく異なってくる.椎間板の変性は CT では評価不可能であり,脊椎を 1 椎
体のみ解析を行うのか全脊椎を解析するかで結果は異なってくる.すべて
の症例で全脊椎を解析すればよいかもしれないが時間とデータ量は莫大
であり現実的ではない可能性がある. 
以上より,本学位論文は実臨床において治療方針の選択に大きく貢献する知
見を見出したもので、博士（医学）の学位を授与するに値すると判定された。 
 
